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連載

P４　「災害時における要配慮者支援マニュアル作成指針」改定について
　　　県医療危機対策本部室
P５　手をつなぐ先にあるもの
　　　県社会福祉士会

P８－９　連携・協働の今 －新たなパートナーシップを目指して－①

住民参加と様々な主体の協働による
誰もが尊重され安心して生活できる
　　　　　　　　　　地域づくりの推進

特集

【詳しくは12面へ】
撮影：菊地信夫

昨年開催された全国車い
すマラソン・ジュニアク
ラスで優勝した岩本希心
（のぞみ）さん。この春
からは中学生。次の目標
にむかって車いすで風を
きって進む。

今月の表紙



特集住民参加と様々な主体の協働による
誰もが尊重され安心して生活できる地域づくりの推進

－令和５年度県社協事業計画・予算－

　令和５年度は「神奈川県社会福祉協議会 活動推進計画」（計画期間３カ年）の最終年度にあたり、各市町村域に
おける包括的支援体制の構築、福祉サービスの質の向上、福祉人材の確保・定着・育成への対応、災害時支援等の
強化の取り組みなど、会員をはじめとした幅広い関係機関・団体等と連携・協働のもと進めていきます。また、少
子高齢化の進展に伴う地域福祉推進上の課題を踏まえて、現行の活動推進計画の見直しを行います。

基
本
目
標
Ⅰ　

市
町
村
域
に
お
け
る
包
括

的
支
援
体
制
整
備
の
推
進

● 

包
括
的
支
援
体
制
に
向
け
て
、
県
行
政

と
協
働
し
、「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
」
の
先
行
地
域
の
取
り
組
み
を
共
有

し
な
が
ら
、
県
内
各
市
町
村
で
の
体
制

構
築
を
目
指
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

● 

市
町
村
社
協
の
総
合
相
談
機
能
の
発
揮

に
向
け
て
、
生
活
困
窮
者
支
援
や
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
な
ど
の
個
別
支
援

部
門
と
地
域
支
援
部
門
の
協
働
に
よ
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

● 

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
狭

間
の
課
題
に
対
し
て
、
相
談
支
援
に
関

わ
る
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
と
と
も
に
情
報
提
供
や
連
絡
調
整

を
行
い
、
地
域
で
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
る
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

● 

社
会
福
祉
法
人
が
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
総
合
相
談
支
援
を
行
う
「
か
な
が
わ

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
は
10
周
年
を

迎
え
、「
関
係
機
関
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
等
を
基
に
、
民
生
委
員
や
地
域
の

相
談
機
関
な
ど
に
対
し
て
事
業
の
周
知

を
更
に
図
り
な
が
ら
、
本
事
業
へ
の
利

用
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅱ　

多
様
な
参
加
の
機
会
と
役

割
を
生
み
出
す
地
域
づ
く
り

● 

と
も
し
び
基
金
を
活
用
し
た
助
成
に
よ

り
、
複
雑
化
す
る
福
祉
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
多
様
な

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

● 

民
生
委
員
児
童
委
員
部
会
事
業
、
権
利

擁
護
推
進
事
業
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
専
門

員
設
置
事
業
等
を
通
じ
て
把
握
し
た
広

域
の
福
祉
課
題
に
対
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
協
働
に
よ
る
事
業

を
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
、
他
地
域
へ
の

活
動
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
構
築
し
、様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
い
、

福
祉
課
題
と
寄
附
や
寄
託
ニ
ー
ズ
等
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
地
域
福
祉
推
進
財

源
や
資
源
の
醸
成
等
に
つ
な
げ
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅲ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
に
む
け
た
取
り
組
み
の
強
化

● 

国
及
び
県
を
中
心
と
し
た
各
種
検
討
会

に
お
け
る
検
討
状
況
や
検
討
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、「
経
営
支
援
レ
ポ
ー
ト
」
に

よ
る
定
期
的
な
情
報
発
信
や
、
経
営
者

部
会
を
中
心
と
し
た
部
会
・
協
議
会
の

課
題
別
の
検
討
会
等
の
検
討
結
果
な
ど

に
つ
い
て
、
報
告
書
の
発
行
や
研
修
会

の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
広
く
周
知
を

図
り
な
が
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 
福
祉
・
介
護
等
の
人
材
確
保
が
社
会
的

な
課
題
と
な
る
中
で
、
様
々
な
経
験
や

キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
新
た
な
人
材
に
対
し
、

個
々
の
職
員
の
能
力
や
状
況
に
あ
っ
た

職
員
育
成
の
あ
り
方
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

の
構
築
な
ど
を
県
内
法
人
・
事
業
者
の

実
態
に
合
わ
せ
て
見
直
し
、
現
場
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
提
案
を
行
い
ま
す
。

● 

次
世
代
の
担
い
手
で
あ
る
生
徒
、
学
生

等
を
対
象
に
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
の

実
際
の
内
容
と
出
会
え
る
場
づ
く
り
や

職
業
選
択
の
た
め
の
教
材
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成
・
配
布
す
る
と
と

も
に
、
実
際
の
現
場
に
か
か
わ
る
こ
と

が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

● 

福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
福
祉
事

業
従
事
者
の
専
門
性
の
向
上
に
む
け

て
、
市
町
村
社
協
等
と
の
連
携
、
経
営

者
部
会
・
種
別
協
議
会
及
び
職
能
団
体

と
連
携
を
図
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

事
業
推
進
に
向
け
た
本
会
組
織
・
活
動
基

盤
の
整
備

● 

部
会
・
協
議
会
活
動
や
政
策
提
言
活
動

等
か
ら
把
握
し
た
福
祉
現
場
の
課
題

を
、会
員
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
・

団
体
と
共
有
・
情
報
発
信
し
、
協
働
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

● 

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
図
る
と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、

情
報
の
速
や
か
な
受
発
信
に
努
め
ま
す
。

● 

災
害
に
か
か
る
情
報
発
信
・
情
報
共
有

の
仕
組
み
の
整
備
に
向
け
た
検
討
を
行

う
と
と
も
に
、
災
害
拠
点
に
必
要
な
備

品
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

 

（
企
画
課
）

事業計画・予算
書はHPで公開
しています

http://www.
knsyk.jp/s/gl
obal_syaky
ou/houko
ku_ketus
an_top.html
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SPECIAL  EDITION

令和５年度　総合資金収支予算書【収入総額】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自）令和５年４月１日（至）令和６年３月31日 （単位：千円）

会計及び事業区分、拠点区分 当初予算額 前年度予算額 増　減
総　合　計 11,984,082 16,855,826 △4,871,744

１　一般会計 5,634,214 6,796,738 △1,162,524
（１）社会福祉事業区分 4,947,147 5,439,685 △492,538

社会福祉事業拠点区分 4,947,147 5,439,685 △492,538
（２）公益事業区分 605,737 1,263,971 △658,234

公益事業拠点区分 605,737 1,263,971 △658,234
（３）収益事業区分 81,330 93,082 △11,752

収益事業拠点区分 81,330 93,082 △11,752
２　生活福祉資金会計 6,349,868 10,059,088 △3,709,220
生活福祉資金特別会計 4,688,896 9,026,797 △4,337,901
県単生活福祉資金特別会計 554 659 △105
生活福祉資金貸付事務費特別会計 1,571,093 942,307 628,786
要保護世帯向け不動産担保型生活資金特別会計 88,002 88,002 0
臨時特例つなぎ資金特別会計 1,323 1,323 0

※総合計及び一般会計の計上額は内部取引高を含む総額表示

基本目標と重点課題、令和５年度の対応事業について
本会活動推進計画では基本目標の達成に向け、基本目標に対して、会員をはじめ関係者とともに重点的に取り組む「重点課題」を設
定しています。令和５年度は下表のとおり、重点課題に対応する計画事業を定め、本会事業間の連携を図り事業を推進します。

基本目標Ⅰ　市町村域における包括的支援体制整備の推進
【重点課題】
包括的支援体制構築のための総合的な相談支援の
推進
　市町村社協や福祉施設・事業所等との協働によ
り、市町村域における総合的な相談支援の推進や
相談に対応する人材を育成します。
　総合的な相談支援の推進のため、本会会員間や
本会で実施する事業間において、市町村の状況や
課題等の情報把握・共有を強化し、それぞれの市
町村の総合的な相談支援について、住民や関係者
が行政等と協働して推進できるよう支援します。

計画事業Ⅰ-１-（１）総合的な相談支援の基盤づくり支援
① 市町村域の現況把握と課題共有の充実
② 総合的な相談支援を担う人材の確保・育成
③ 相談支援推進ネットワーク形成の促進

計画事業Ⅰ-１-（２）市町村社会福祉協議会との協働
① 市町村社協部会事業の実施
② 行政や多様な主体との連携による地域福祉推進実践への支援

計画事業Ⅰ-１-（３）社会福祉法人との協働
① 経営者部会事業の実施
② かながわライフサポート事業の実施

基本目標Ⅱ　多様な参加の機会と役割を生み出す地域づくり
【重点課題】
地域での活動の関係性を広げるコーディネートへの支援
　地域における活動の活性化や新たな地域活動が
創出され、多様な主体による地域づくりの取り組
みが推進されるよう、活動と活動、活動と人とを
効果的につなぐコーディネート機能の強化を図
り、地域で関係性が広がるコーディネートへの支
援を行います。

 計画事業Ⅱ-１-（１）活動を広げるコーディネートの推進
① 当事者活動・ボランティア活動の支援

② ボランティアコーディネーター等の人材育成

③ 寄附文化の醸成

④ 災害ボランティア支援ネットワーク形成事業の実施
基本目標Ⅲ　福祉サービスの質の向上にむけた取り組みの強化
【重点課題】
多様な福祉人材が活躍する職場環境づくり
　多様な福祉人材に向けて、法人・福祉施設・事
業所自らが取り組む職員育成や働きやすい職場づ
くりが、より効果的なものとなるよう支援します。

 計画事業Ⅲ-１-（１）社会福祉法人・施設等の専門性を活かした取り組みの推進
① 法人・施設の経営・運営支援事業の実施
② 経営者部会事業の実施
③ 施設部会・種別協議会事業の実施

（関連事業）　計画事業 Ⅲ-２-（１）福祉人材育成研修の充実
① 組織性を高めるための研修の実施
② 専門性を高めるための研修の実施
③ 有資格者向け専門的技能等の確保・向上研修の実施
④ 研修実施機関等との連携・調整

（関連事業）　計画事業Ⅲ-３-（１）福祉人材センター機能の強化
① 求職者・求人事業者への相談支援事業（無料職業紹介事業）の実施
② 福祉・介護事業に関する各セミナー・就労ガイダンスの実施
③ 福祉・介護の仕事を知る体験事業の実施
④ 社会福祉事業等従事者の確保に関する調査研究事業の実施
⑤ 介護福祉士等有資格者届出制度事業の実施
⑥ 福祉人材センターの認知度向上に向けた取り組み
⑦ 神奈川県介護人材確保対策推進会議運営等事業
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「
災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
指
針
」改
定
に
つ
い
て

 

― 

市
町
村
に
お
け
る
要
配
慮
者
支
援
の
取
り
組
み
の
促
進 

●●
は
じ
め
に

　

近
年
の
大
規
模
災
害
で
は
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
と
い
っ
た
災
害
時
要
配
慮

者
が
多
数
犠
牲
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
方
々
へ
の
支
援
は
大
変
重
要
で
す
。

　

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
外
国
人
と
い
っ

た
方
々
に
対
し
て
、
災
害
発
生
直
後
の

安
否
確
認
や
迅
速
な
救
出
、
被
災
後
の

生
活
等
で
の
十
分
な
ケ
ア
な
ど
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
教
訓
に
、
本
県
に
お

い
て
は
平
成
８
年
に
「
災
害
時
に
お
け

る
災
害
弱
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
指

針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
15
年
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
の
連
携
強
化
や
介
護
保
険
制
度
な
ど

の
新
た
な
制
度
へ
の
対
応
の
た
め
の
改

正
を
行
う
と
と
も
に
、
名
称
を
「
災
害

時
に
お
け
る
要
援
護
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
指
針
」
に
改
め
、
平
成
19
年
に

は
、
個
人
情
報
保
護
法
や
市
町
村
の
個

人
情
報
保
護
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た

要
配
慮
者
の
情
報
把
握
に
つ
い
て
の
改

正
を
行
う
な
ど
、
災
害
時
に
お
け
る
要

配
慮
者
の
支
援
に
取
り
組
む
際
に
留
意

す
る
事
項
や
参
考
と
な
る
事
項
を
取
り

ま
と
め
、
市
町
村
に
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年

５
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ

れ
、
避
難
行
動
要
支
援
者
ご
と
の
個
別

避
難
計
画
作
成
を
市
町
村
の
努
力
義
務

と
す
る
な
ど
の
規
定
等
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の

避
難
行
動
支
援
に
関
す
る
取
組
指
針
」

の
改
正
に
よ
り
、
個
別
避
難
計
画
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
改
正
法
施
行

後
、
概
ね
５
年
程
度
で
作
成
に
取
り
組

む
こ
と
や
「
福
祉
避
難
所
の
確
保
・
運

営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
正
に
よ
り
、

指
定
福
祉
避
難
所
の
指
定
の
促
進
と
、

指
定
福
祉
避
難
所
へ
直
接
避
難
で
き
る

体
制
の
整
備
に
つ
い
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

指
針
の
改
定（
令
和
５
年
３
月
）

　

本
県
で
は
、
前
述
し
た
法
改
正
や
国

の
動
き
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、

近
年
頻
発
し
て
い
る
自
然
災
害
の
教
訓

を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
町
村
に
お
け
る
要

配
慮
者
支
援
の
取
り
組
み
を
更
に
促
進

す
る
た
め
、
作
成
指
針
を
改
定
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
指
針
改
定
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
次
の
２
点
で
す
。

（
１
）災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
（
令
和

３
年
５
月
）に
伴
う
記
載
内
容
の
整
理
等

　

令
和
３
年
５
月
の
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
で
、
市
町
村
に
は
避
難
行
動
要

支
援
者
ご
と
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成

が
努
力
義
務
と
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な

規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
避

難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に

関
す
る
取
組
指
針
」
も
改
定
さ
れ
、
個

別
避
難
計
画
の
作
成
目
標
が
定
め
ら
れ

る
な
ど
、
国
に
お
け
る
対
策
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
反
映
し
、
市
町
村
に
お
け

る
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
促
進
す
る

た
め
に
個
別
避
難
計
画
の
作
成
・
活
用

に
つ
い
て
の
記
載
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

（
２
）「
福
祉
避
難
所
の
確
保
・
運
営
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
定
（
令
和
３
年
５

月
）
に
伴
う
記
載
内
容
の
整
理

　

令
和
３
年
５
月
に
、
指
定
福
祉
避
難

所
の
指
定
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
事

前
に
受
入
れ
対
象
者
を
調
整
し
て
、
人

的
物
的
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
で
、

災
害
時
の
直
接
の
避
難
等
を
促
進
し
、

要
配
慮
者
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め

に
、
福
祉
避
難
所
の
確
保
・
運
営
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
①
指
定
福
祉
避
難
所
の

指
定
及
び
そ
の
受
入
対
象
者
の
公
示

（
災
害
対
策
基
本
法
施
行
規
則
の
改
正

に
伴
う
措
置
）
②
指
定
福
祉
避
難
所
へ

の
直
接
の
避
難
の
促
進
③
避
難
所
の
感

染
症
・
熱
中
症
、
衛
生
環
境
対
策
等
の

記
載
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
反
映
し
、
指
定
福
祉
避
難

所
を
指
定
す
る
際
の
検
討
す
べ
き
項
目

を
整
理
し
ま
し
た
。

●●
終
わ
り
に

　

本
指
針
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
県

内
市
町
村
と
関
係
団
体
に
文
書
照
会
す

る
と
と
も
に
、
一
部
の
団
体
に
は
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
定
素
案
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

合
計
30
件
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
意
見
を
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
、
市
町
村
に
お

け
る
災
害
時
の
要
配
慮
者
支
援
の
取
組

の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
一
層
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

 （
県
医
療
危
機
対
策
本
部
室
）

　　目次
1　　 基本的な考え方
1－1　作成指針の目的
1－2　 要配慮者の定義と特徴
1－3　自助、共助、公助
1－4　 国・県の関連指針と要配

慮者支援の流れ
1－5　情報伝達
1－6　啓発・訓練、受援力
1－7　 ボランティアとの連携
2　　 避難行動支援
2－1　避難行動要支援者
2－2　施設入所者
2－3　外国人
3　　 避難生活支援
3－1　避難所等
3－2　社会福祉施設
3－3　在宅
3－4　応急仮設住宅
3－5　医療的ケア
3－6　メンタルケア
3－7　外国人
4　　 広域支援
4－1　広域支援体制の確立
4－2　外国人

災害時における要配慮者
支援マニュアル作成指針
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●
神
奈
川
県
社
会
福
祉
士
会
の
取
り
組
み

　

県
社
会
福
祉
士
会
で
は
、
平
成
21
年

に
地
域
生
活
定
着
支
援
事
業
（
現
在
は

地
域
生
活
定
着
促
進
事
業
）
が
制
度
化

さ
れ
た
翌
年
、「
地
域
生
活
定
着
支
援
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）」
事
業
を

県
か
ら
受
託
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
矯
正
施
設
に
収
容
さ
れ
る
障
害
・

高
齢
者
受
刑
者
が
、
い
ず
れ
も
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
、
出
所
後
に
再
び
罪
を
犯
し
て
し

ま
う
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
対
応

の
一
つ
と
し

て
、
地
域
で

支
え
る
関
係

機
関
へ
の
啓

発
や
連
携
の

た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構

築
の
必
要
が

あ
り
、
こ
れ

を
会
独
自
の

事
業
と
し
て

位
置
づ
け
、

平
成
23
年
か

ら
「
司
法
福

祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員

手
を
つ
な
ぐ
先
に
あ
る
も
の

 

― 

刑
事
司
法
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
求
め
ら
れ
る
も
の

会
（
以
下
、
委
員
会
）」
と
し
て
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
特
に
司
法
等
関
係

者
（
検
察
、
裁
判
所
、
弁
護
士
、
警
察
）

が
、
高
齢
や
障
害
の
あ
る
被
疑
者
・
被

告
人
な
ど
の
対
象
者
に
接
す
る
こ
と
の

難
し
さ
か
ら
、
本
来
の
正
し
い
判
断
に

結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
に
対
し
、
障
害

や
症
状
を
理
解
し
た
上
で
正
し
い
判
断

を
し
て
い
く
た
め
「
司
法
と
福
祉
」
が

連
携
し
、
被
疑
者
・
被
告
人
と
向
き
合

う
た
め
の
支
援
活
動
を
行
う
事
を
目
的

に
、
定
期
的
な
会
議
や
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
逮
捕
後
の
拘

留
中
の
裁
判
に
お
け
る
弁
護
支
援
と
、

判
決
後
の
継
続
的
な
生
活
の
た
め
の
更

生
支
援
計
画
書
作
成
を
行
う
「
入
口
支

援
」
と
言
わ
れ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
活
動
開
始
以
降
、
県
弁

護
士
会
と
協
定
を
締
結
し
、
こ
の
活
動

の
た
め
に
協
働
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
別
調
整

と
し
て
選
定
さ
れ
た
対
象
者
に
、
再
犯

防
止
の
視
点
か
ら
出
所
後
の
生
活
支
援

を
し
、
評
価
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
「
出

口
支
援
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
「
入
口

支
援
」
と
「
出
口
支
援
」
に
あ
た
っ
て
、

委
員
会
で
は
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
る
こ
と
で
再
犯
防
止
に
つ
な
げ
る
」

と
い
う
よ
り
も
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
り
づ
ら
い
こ
と
で
罪
を
犯
す
可
能

性
が
あ
る
」
こ
と
に
注
目
し
な
が
ら
、

司
法
関
係
者
と
福
祉
関
係
者
が
協
力
し

合
っ
て
被
疑
者
被
告
人
の
矯
正
施
設
退

所
に
際
し
、
福
祉
の
支
援
に
つ
な
ぐ
事

を
重
要
な
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
福
祉
の
立
場
か
ら
見
る
と

「
福
祉
の
支
援
が
必
要
な
者
」
と
い
う
よ

り
は「
社
会
的
に
孤
立
し
た
立
場
の
人
」

と
言
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
が
、
繰

り
返
し
罪
を
犯
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
て
し
ま
う
の
を
、
福
祉
的
な
支

援
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
社
会
に
お
け

る
居
場
所
を
見
つ
け
て
、
再
犯
防
止
に

つ
な
げ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

に
お
け
る
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
保
護

司
、
協
力
雇
用
主
、
更
生
保
護
施
設
、

福
祉
施
設
等
の
社
会
資
源
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●●
人
材
育
成
に
向
け
て

　

全
国
的
に
も
「
司
法
と
福
祉
」
両
面

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
継
続
的
な

活
動
が
進
め
ら
れ
「
矯
正
施
設
へ
の
福

祉
職
の
配
置
」「
地
方
検
察
庁
へ
の
福
祉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
」「
裁
判
に
お
け

る
証
人
出
廷
」
な
ど
、
様
々
な
改
革
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
司
法
福
祉
の
現
場

が
少
し
ず
つ
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

県
社
会
福
祉
士
会
は
、
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
研
修
実
施
の
ほ
か
に
、
委
員
会

と
し
て
も
定
期
的
な
講
演
や
研
修
会
を

開
催
し
、
そ
れ
を
契
機
に
継
続
的
な
勉

強
会
へ
の
参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
土
台
作
り
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
統
計
的
に
犯
罪
率
（
初
犯
）

は
減
少
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
中

に
お
け
る
「
再
犯
率
」
は
増
加
し
て
い

る
の
が
現
実
で
す
。
そ
の
半
数
近
く
が

「
窃
盗
」
と
な
っ
て
お
り
、
再
犯
者
傾
向

と
し
て
は
「
高
齢
者
」
が
占
め
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
全
受
刑
者
の

う
ち
16
％
が
65
歳
以
上
。
令
和
４
年
犯

罪
白
書
よ
り
）。
ま
さ
に
、
起
訴
後
の
支

援
体
制
の
構
築
や
、
出
所
後
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
が
必
要
と
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
況
か
ら
も
、
県
社
会

福
祉
士
会
の
活
動
に
は
、
社
会
福
祉
士

の
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
ず
保
護
司
、
福
祉

事
業
所
、
医
療
機
関
、
行
政
関
係
、
教

育
関
係
の
各
分
野
に
よ
る
多
職
種
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
県
社
会
福
祉
士
会
で

は
連
携
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ

を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
「
福
祉
の
支
援
が
必
要
な
者
」
は
、
単

に
福
祉
の
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
を
必

要
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
社
会
的

に
孤
立
し
た
立
場
の
人
」
で
す
。
連
携

に
よ
っ
て
「
手
を
つ
な
ぐ
先
に
あ
る
も

の
」
を
一
人
で
も
多
く
の
方
と
求
め
て

い
き
た
い
で
す
。 （
県
社
会
福
祉
士
会
）

刑事司法ソーシャルワーカー養成研修の様子
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2023年２月26日～2023年３月25日
※新聞等掲載時点

●厚生労働省　令和５年度介護保険負担額過去最高
　厚生労働省は２月27日、令和５年度に40～64歳の
人が負担する介護保険料の推計が、平均１人あたり
6216円になると発表した。背景には高齢化の進行、
介護サービス利用者の増加があり、過去最高を更新
した。

●生活保護申請　３年連続増加
　厚生労働省は３月１日、令和４年12月の生活保護
の被保護者調査の結果を公表した。これにより、生
活保護申請が前年に比べて0.8％増の23万6995件と
なり、３年連続で増加したことがわかった。

●厚生労働省　令和４年の出生数、過去最少
　厚生労働省は２月28日、令和４年に生まれたこど
もの数が統計開始以来、初めて80万人を下回ったと
発表した。出生率の減少は７年連続。

●厚生労働省　障害者虐待　最多2693件
　厚生労働省は２月24日、障害者が家族や福祉施
設・事業所の職員から受けた虐待は2693件あったと

発表した。虐待の件数は令和２年度から増えて過去
最多を更新した。

●横浜市　不適切保育に関する専用窓口を設置
　横浜市は３月７日、令和５年４月１日から保育所
等の不適切保育について相談や通報を受け付ける
「専用相談窓口」を設置すると発表した。また、不適
切保育の相談や通報を受け付ける「専用相談窓口」
と行政への助言を行う外部専門家を新た
に導入することで、より一層安全安心な
保育の提供につなげる。

●本会　かながわライフサポート事業10周年記
念シンポジウムを開催

　本会は、２月28日にかながわライフサポート事業
10周年記念シンポジウムを開催した。本事業は、本
会経営者部会会員が参加法人として協力しながら、
生活の総合相談支援に取り組んでいる。なお、シン
ポジウムの様子は４月20日から６月30日までネット
配信予定。
かながわライフ10周年シンポ で検索

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和５年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

＜重 要＞

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

特定感染症重点プラン
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私のおすすめ
◎ このコーナーでは、子育てや
障害、認知症・介護当事者等の目
線から、普段の暮らしに役立つ「お
すすめ」なものを紹介します。

◎ このコーナーでは、子育てや
障害、認知症・介護当事者等の目
線から、普段の暮らしに役立つ「お
すすめ」なものを紹介します。

〈連絡先〉〒214－0011　川崎市多摩区布田24－26
　　　　 TEL 044－945－8662　FAX 044－944－3009
　　　　 HP https://mamaton.jpn.org

❖手を水槽に入れる餌付けでふれあいを体感
「相模川ふれあい科学館　アクアリウムさがみはら」
　相模川の水源から河口までの流れや水辺を再現した
屋内外の水槽に約100種類の生き物が暮らし、日常で
は見られない川の中の様子を観察できます。展示には
子どもも大人もわくわくするような工夫があり、飼育
スタッフさんによる解説イベントも人気。魚のぬりえ
やクイズ、工作ワークショップを楽しむこともできます。

 今月は
⇨ NPO法人　ままとんきっず

がお伝えします !
　花のつぼみが開き、蝶が舞い始めて、春真っ
盛り。川の水がぬるみ、魚たちもイキイキと泳
ぎだす季節です。私たちもどこかへおでかけし
たくなりますよね。
　そこで今回は、県内の２つの水族館をご紹
介。エサやりをしたり、間近で観察したり、水
辺の生き物とのふれあいを楽しむと、子どもた
ちの思いやりの心が育ち、命の大切さに気づく
きっかけになるかもしれません。

親子で水辺の生き物との
ふれあいを楽しもう！

今年で子育て支援活動30年目。お母さんたちが主体となって、
親子が集うサロン、グループ保育、一時保育、各種講座、産後
サポート、子育て支援センター、小学校での寺子屋事業、中学
校での赤ちゃんふれあい体験事業などを運営。情報誌・単行本
の発行物は45冊を超え、一部は海外でも翻訳出版。乳幼児から
小中学生まで幅広い子育て支援により、地域の活性化を目指
し、活動の場を広げている。

❖川崎駅前の商業施設に再現された世界各地の水辺
バックヤードツアーも楽しい「カワスイ 川崎水族館」
　多摩川からアジア、アフリカ、アマゾンの熱帯雨林
まで、約300種類の生き物が生まれ育った環境を重視
した展示を巡ると、世界の水辺を旅しているかのよう。
それぞれの環境の違いがわかり、大きい子たちには生
き物の生態系や環境のことを考える場になるそうです。

〒252－0246　相模原市中央区水郷田名１－５－１
☎ 042－762－2110
FAX 042－761－2665
９：30～16：30（最終入館16：00）、月曜休
大人450円、小・中学生150円、幼児無料

〒210－0024 川崎市川崎区日進町１－11 川崎ルフロン9－10F
☎ 044－222－3207（受付10：00～18：00）　
FAX 044－222－3208
10：00～20：00（最終入館19：00）、無休
大人2000円、小・中学生1200円、４歳以上600円

　解説イベントの「ふ
れあいワゴン」では、
飼育スタッフさんがさ
まざまな生き物を紹
介。実際に触って、感
じて、知ることで生き
物が好きになり、初め
は怖がっていた子もや
さしく触れるようにな
るそうです。
　毎日実施の「お魚に
ごはん」は、エサを
持った手を水槽に入れ
ると魚たちが大集合。
おちょぼ口で手をつつ
かれる感触がくすぐっ
たくて、みんな笑顔に
なります。

　南アメリカの大湿原
が再現され、約8000匹
の小魚が泳ぐ「パンタナ
ル水槽」では毎日２回、
エサやり体験を開催。
　曜日ごとに行われる
「飼育員解説」では、ピ
ラルクやテッポウウオ
の特徴やエサの食べ方
を教えてもらえ、子ど
もたちは興味津々です。
　土日祝に開催される
「バックヤードツアー」
（要予約）は、水槽の裏
側や飼育現場を探検。
魚たちをより間近で観
察できます。
　どちらの水族館も、イベントの開催日時は公式HP
をチェック。春の陽気の中、ぜひおでかけください。
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ー新たなパートナーシップを目指してーー新たなパートナーシップを目指してー

 連携・協働連携・協働のの今今
　

連
載　

連
携
・
協
働
の
今
①

地
域
生
活
課
題
の
解
決
と
神
奈
川
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

「
地
域
生
活
課
題
」の
解
決
に
向
け
て

　

近
年
、
８
０
５
０
問
題
・
ダ
ブ
ル
ケ

ア
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
ゴ
ミ
屋
敷
な

ど
、生
活
課
題
が
複
合
的
に
絡
み
合
い
、

対
象
者
別
・
機
能
別
の
従
来
の
福
祉
制

度
で
対
応
し
き
れ
ず
、
対
応
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
〝
制
度
の
狭
間
〞
の
課
題

が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
こ
の

狭
間
の
課
題
に
対
し
て
、
法
や
施
策
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
一
連
の
改

革
で
は
狭
間
の
課
題
の
解
決
の
た
め
、

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し

た
議
論
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
平
成
29
年
の
改
正
社
会
福
祉

法
に
は
、
条
文
中
に
「
地
域
生
活
課
題

（※）
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
・

世
帯
が
抱
え
る
地
域
生
活
課
題
を
住
民

や
福
祉
関
係
者
が
把
握
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
等
に
よ
る
解
決
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
従
前
の
社
会
福
祉
法
で
は
地

域
福
祉
の
推
進
主
体
は
、
住
民
、
社
会

福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す
る

者
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
活
動
を
行
う

者
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
・
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
も
地
域
福
祉
推
進

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し
て

明
記
さ
れ
、
併
せ
て
市
町
村
に
は
地
域

生
活
課
題
に
資
す
る
支
援
が
包
括
的
に

提
供
さ
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
令
和
２
年
の
法
改
正
で
は
、
包

括
的
支
援
体
制
整
備
と
し
て
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
措
置
を
通
じ

て
、
相
談
支
援
、
参
加
支
援
、
地
域
づ

く
り
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
市

町
村
の
努
力
義
務
と
規
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
に

あ
た
っ
て
は
、
分
野
・
領
域
を
超
え
た

連
携
・
協
働
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
連
携
・
協
働
に
向
け
て

　

こ
こ
数
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で
は
生

活
に
困
窮
す
る
人
々
が
急
激
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
全
国
レ
ベ
ル
で

社
協
と
社
会
福
祉
法
人
の
連
携
・
協
働

の
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
で
は
、
社

会
福
祉
法
人
に
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
責
務
が
課
さ

れ
ま
し
た
が
、
全
社
協
地
域
福
祉
推
進

委
員
会
は
、
こ
れ
を
地
域
福
祉
を
進
め

る
好
機
と
捉
え
、
令
和
２
年
に
全
国
経

営
者
協
議
会
と
と
も
に
「
と
も
に
生
き

る
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た

共
同
宣
言
」
を
公
表
。
こ
の
中
で
は
、

（※）
地
域
生
活
課
題

福
祉
、
介
護
、
保
健
、
医
療
に
限
ら
な
い
、

住
ま
い
、
就
労
及
び
教
育
や
地
域
社
会
か
ら

の
孤
立
な
ど
生
活
上
の
分
野
を
問
わ
な
い
多

様
な
課
題

「
新
版
・
社
会
福
祉
法
の
解
説
」（
社
会
福
祉
法
令

研
究
会
・
中
央
法
規
・
令
和
４
年
11
月
）

　

新
連
載
で
は
、
全
６
回
に
渡
り
、
制
度
の
狭
間
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

む
連
携
・
協
働
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
実
践
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

初
回
と
な
る
今
回
は
、
連
携
・
協
働
が
求
め
ら
れ
る
背
景
や
神
奈
川
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出典：全国社会福祉協議会「社協と社会福祉法人・福祉施設の連携・協働推進方策」
https://www.shakyo.or.jp/tsuite/jigyo/teigen/shakyo/renkeisaku/index.html

図１
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和５年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

❶ 基本補償（賠償・見舞）

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料でスケスケールメリットをを活かしたた割安な安な保な保保険料険料で料で
充実補償をご提供します充充実補実補償補償をご提ご提供提供します！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
社会福祉法人等が運営する社会

　福祉施設です。

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

保険期間１年

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

プラン 22

オプション５
プラン 11

プラン33
プラン44

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

（SJ22-12033から抜粋）

都
道
府
県
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
え

て
「
市
区
町
村
域
や
日
常
生
活
圏
域
に

連
携
・
協
働
の
場
を
つ
く
る
こ
と
」
が

方
策
の
一
つ
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
、
令

和
３
年
度
の
推
進
方
策
（
図
１
）
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
包
括
的
な
支
援

体
制
の
構
築
に
向
け
て
は
、
市
区
町
村

単
位
、
さ
ら
に
は
日
常
生
活
圏
域
で
、

地
域
に
暮
ら
す
人
に
よ
り
身
近
な
地
域

で
連
携
・
協
働
の
場
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
に
お
け
る
連
携
・
協
働

　

本
会
市
町
村
社
協
部
会
で
は
「
か
な

が
わ
の
社
協
か
ら
の
提
案
２
０
１
４
」

に
よ
り
「
個
別
支
援
」
と
「
地
域
支
援
」

の
２
つ
の
機
能
を
一
体
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
狭
間
の
課
題
を
地
域
全

体
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
予
防
・
解

決
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ

と
を
「
社
協
の
総
合
相
談
」
と
整
理
し
、

そ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
共
生
社
会
、
包
括
的
支

援
体
制
構
築
と
い
う
方
向
性
を
ふ
ま
え

「
か
な
が
わ
の
社
協
指
針
２
０
２
０
」
を

策
定
し
、「
社
協
の
総
合
相
談
」
を
生
か

し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
創
設
10
年
を
迎
え
た
「
か
な

が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
は
、
社

会
福
祉
法
人
の
公
益
的
な
取
り
組
み
や

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
法
制
化
さ

れ
る
以
前
か
ら
、
本
会
経
営
者
部
会
会

員
が
参
加
法
人
と
し
て
協
力
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
社

会
福
祉
法
人
が
創
設
さ
れ
た
頃
の
原
点

に
返
り
、
目
の
前
の
支
援
が
必
要
な

人
々
の
た
め
に
、
地
域
の
関
係
者
が
連

携
・
協
働
し
、
社
会
的
使
命
と
し
て
総

合
的
な
生
活
相
談
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
参
加
法
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、
制
度
の

狭
間
に
あ
る
人
々
の
た
め
に
本
人
に
寄

り
添
っ
た
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、神
奈
川
で
は
、地
域
に
暮

ら
す
人
々
の
生
活
課
題
の
解
決
の
た
め
、

連
携
・
協
働
に
よ
る
様
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

人
口
減
少
の
波
は
社
会
経
済
の
担
い

手
の
減
少
を
招
き
、
さ
ら
に
は
空
き
家

や
商
店
街
の
空
き
店
舗
な
ど
の
様
々
な

課
題
を
顕
在
化
さ
せ
、
地
域
社
会
の
存

続
を
揺
る
が
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
今

求
め
ら
れ
る
の
は
、
ア
イ
デ
ア
を
持
ち

寄
り
、
人
材
・
物
資
・
財
源
を
確
保
し

て
、
生
活
課
題
を
抱
え
る
人
を
含
め
た

あ
ら
ゆ
る
人
々
を
包
摂
す
る
持
続
可
能

な
地
域
を
創
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

新
連
載
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
社

協
、
複
数
の
社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
企
業
、
地
域
住
民
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
、
産
業
・
分
野
・
領
域
を
超
え

て
つ
な
が
り
な
が
ら
、
地
域
生
活
課
題

の
解
決
を
目
指
し
て
連
携
・
協
働
す
る

神
奈
川
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
実
践

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。（
企
画
課
）
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か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
は
令

和
４
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分

金
を
受
け
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
や
職

場
を
紹
介
す
る
動
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
県
内
４
カ
所

の
事
業
所
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
、
訪
問
介
護

事
業
所
、
児
童
養
護
施
設
）
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
働

く
職
員
か
ら
仕
事
の
魅
力
を
発
信
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

現
場
か
ら
魅
力
を
伝
え
ま
す
！

　
　
　
　
　

－－「
福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
魅
力
」

　

撮
影
し
た
映
像
は
「
高
齢
、
障
害
、

児
童
な
ど
、
対
象
別
に
さ
ま
ざ
ま
な
働

き
方
が
あ
る
こ
と
」「
新
卒
、
中
途
採
用

は
も
ち
ろ
ん
、
外
国
籍
の
方
や
企
業
Ｏ

Ｂ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
員
が
働
く
場
で

も
あ
る
こ
と
」「
働
き
方
改
革
等
も
含

め
、
職
員
が
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
職
場
環
境
が

用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
」、
そ
し
て
出
演

い
た
だ
い
た
職
員
が
感
じ
て
い
る
「
や

り
が
い
を
伝
え
る
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に

分
け
て
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
ご
と
に
、
５
分
か
ら
10
分
程

度
の
気
軽
に
視
聴
で
き
る
動
画
に
仕
上

げ
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
な
職
場
で
す
か
」
の
問
い
か
け

に
「
職
場
が
楽
し
い
か
ら
休
日
で
も
来

て
し
ま
う
」「
毎
日
違
う
か
ら
新
鮮
で
い

ら
れ
る
」「
か
か
わ
っ
た
子
ど
も
の
成
長

が
実
感
で
き
る
ま
で
見
守
り
続
け
た
い
」

な
ど
、
現
場
職
員
な
ら
で
は
の
素
敵
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

映
像
は
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
コ
ン
テ
ン

ツ
「
よ
う
こ
そ
！
」
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
福
祉
の
仕
事
の
内
容
や
現
場

の
雰
囲
気
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し

て
、
広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
か
ら

も
仕
事
や
職
場
の
魅
力
を
発
信
し
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
方
が
福
祉
で
働
く
仲

間
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

（
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

外国籍の介護職員、絶賛活躍中！

登下校の付き添いも児童養護施設職員の仕事

動画はこちら

https://
www.kfjc.jp/
movie.html

令和５年度福祉のしごとフェア（予定）
日程 会場（最寄駅）

令和５年６月17日（土） 日石横浜ホール（桜木町駅）

令和５年10月14日（土） パシフィコ横浜アネックスホール
（みなとみらい駅）

令和６年２月16日（金） 新都市ホール（横浜駅）

※ 求人事業所登録済みの法人・事業者に、２カ月前を目途に
詳細を案内します。

令和５年度保育のしごと就職相談会（予定）
日程 会場（最寄駅）

令和５年７月８日（土） 日石横浜ホール（桜木町駅）

令和５年７月29日（土） 鎌倉芸術館（大船駅）

令和５年９月２日（土） ユニコムプラザ相模原
（相模大野駅）

令和５年11月11日（土） 大和市民活動交流拠点ポラリス
（中央林間駅）

令和５年11月28日（火） 麻生市民会館
（新百合ヶ丘駅）

※所轄保育課より募集案内をします。

〈採用活動にご利用ください〉
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei. co.jp
URL http://www.yasue-sekke i.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

役員会の動き

◇理事会＝3月20日（月）①副会長の
選任②各種委員会委員の選任③令
和5年度事業計画並びに収支予算
（案）④令和5年度資金運用計画（案）
⑤職員就業規程の一部を改正する
規程（案）⑥職員給与規程の一部を
改正する規程（案）⑦非常勤職員就
業規程の一部を改正する規程（案）
⑧再雇用規程の一部を改正する規
程（案）⑨評議員会の招集
◇評議員会＝3月29日（水）①令和5年
度事業計画並びに収支予算（案）

寄附金品ありがとうございました

【交通遺児等援護基金】　（株）エスホ
ケン、（一社）神奈川県自動車会議
所、アトミクス（株）

【子ども福祉基金】（株）エスホケン、
脇隆志

【ともしび基金】そうてつローゼン
港南台店、（福）よるべ会ぽいん
と・1
 （合計7件　3,082,290円）
【寄附物品】湘南弦楽合奏団、（株）
SL Creations

【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（N）セカンド・ハーベス
トジャパン
 （いずれも順不同、敬称略）

本会会員の児童福祉施設へYokohama
AirCabin乗車チケットを寄贈いただ
き、令和５年２月８日、（株）横浜銀行細
田順太郎部長（右）へ感謝状を贈呈

児童福祉施設協議会へおせちを寄贈いた
だき、令和５年３月13日、（株）SL Creat
ions佐藤健代表取締役社長（中央）、鈴
木博昭常務取締役（左）へ感謝状を贈呈

　読者の皆様からの街や職場等で見
つけた“ほっとするもの”の写真投
稿コーナーをつくります。
　お写真とともに、一言メッセージ
（50字程度）をお寄せください。
　写真・メッセージと共に、投稿者
のイニシャル・お住まいの市町村を
掲載いたします。
　採用された方には、ささやかです
が、図書カードをお送りいたします。
　投稿は①写真②一言メッセージと
タイトル③氏名④住所⑤連絡先（電
話番号・メールアドレス）を記載し
て、以下の宛先までお送りくださ
い。皆様の投稿をお待ちしておりま
す。
【投稿先】
メールの場合 kikaku＠knsyk.jp
郵送の場合  〒221－0825 横浜市神
奈川区反町３丁目17－２ 神奈川県社
会福祉センター７階 福祉タイムズ
読者投稿係

みんなみんなののいいねいいね
読者投稿コーナー

（広告） （広告）

いちごの花

　バスツアーでいちご狩りへ。い
ちごの花も咲いていましたが、大
きな実をつけるとは思えない小ぶ
りな花。その健気な姿にほっこり
しました。 （KAさん・横浜市）
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かながわ
情報ほほっとっと

計
画
の
作
成
、
練
習
で
は
走
行
中
の
タ

イ
ム
の
測
定
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
は
希
心
さ
ん
の
こ
と
を

親
身
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
先
生
が

い
ま
す
。
希
心
さ
ん
は
こ
の
先
生
に
と

て
も
感
謝
し
て
お
り
、
い
つ
か
先
生
の

首
に
金
メ
ダ
ル
を
掛
け
て
あ
げ
た
い
、

と
思
っ
て
頑
張
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
一
昨
年
か
ら
車
い
す
テ
ニ

ス
を
始
め
た
希
心
さ
ん
。
車
い
す
テ
ニ

ス
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
か
ら
、
一

こ
ぎ
で
大
き
く
進
め
る
肩
甲
骨
を
意
識

し
た
練
習
方
法
を
教
え
て
も
ら
っ
た
、

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
希
心
さ
ん
は
周
り
の
多

く
の
人
た
ち
の
あ
た
た
か
い
支
援
も
受

け
な
が
ら
、
持
ち
前
の
ガ
ッ
ツ
で
目
標

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
風
を
切
っ
て
疾
走
す
る

希
心
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
企
画
課
）

　

昨
年
12
月
に
「
第
23
回
全
国
車
椅
子

マ
ラ
ソ
ン
『
日
産
カ
ッ
プ
追
浜
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２
０
２
２
』」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
日
産
追
浜

工
場
と
地
域
住
民
等
と
の
協
働
運
営
に

よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会

で
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
（
小
学
生
）
の
大

会
新
記
録
で
優
勝
し
た
岩
本
希
心
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

希
心
さ
ん
は
鶴
見
区
内
の
小
学
校
に

通
う
６
年
生
で
す
（
取
材
時
）。
小
学
３

年
生
の
時
に
日
産
カ
ッ
プ
の
こ
と
を
知

り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
と
こ
ろ
初
め
て

参
加
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
３
位
に
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
優
勝
を
目
指
し
て
練
習
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大

会
は
２
年
間
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
ブ
ラ
ン
ク
を
も
の
と
も

せ
ず
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
今
大
会

で
見
事
に
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
の
終
盤
は
「
や
め
た
く
な
っ
た
」

と
言
う
ほ
ど
つ
ら
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

最
後
ま
で
頑
張
っ
て
２
・
５
ｋ
ｍ
を
14

分
21
秒
と
い
う
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
の
大

会
新
記
録
ま
で
も
樹
立
し
ま
し
た
。

　

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
楽
し
い
と
こ
ろ

は
「
競
争
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
。
ま

た
勝
っ
た
時
に
メ
ダ
ル
を
も
ら
え
る
の

が
最
高
に
嬉
し
い
で
す
」
と
に
こ
や
か

に
言
い
ま
す
。
ま
た
難
し
い
と
こ
ろ
は

「
ど
う
や
っ
た
ら
タ
イ
ム
を
縮
め
ら
れ
る

か
が
難
し
い
で
す
。
今
回
は
肩
甲
骨
の

使
い
方
を
意
識
し
て
練
習
し
ま
し
た
。

つ
ら
い
と
こ
ろ
は
、
ず
っ
と
こ
い
で
い

る
と
前
傾
し
て
い
る
の
で
腰
が
痛
く
な

り
、
と
て
も
疲
れ
ま
す
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
希
心
さ
ん
の
活
躍
を
支
え
て

い
る
の
が
お
母
さ
ま
。
普
段
練
習
を
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
ラ

ポ
ー
ル
）
へ
の
送
迎
、
ト
ラ
ッ
ク
を
何

周
走
る
か
、
何
分
で
走
る
か
と
い
っ
た

車
い
す
で
風
を
切
る

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
ル　

岩
本　

希
心（
の
ぞ
み
）さ
ん
（
横
浜
市
鶴
見
区
）
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 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

https://form.gle/74aewHkEfzQ9ybJQ8

ご意見・ご感想を
お待ちしています！→

日産カップでの疾走

金メダルを掛けた希心さん

行政書士法人川原経営
社会保険労務士法人川原経営

（広告）
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